
海老名市教育委員会

（平成29年 10月 定例会議事日程）

日時 平成29年10月27日(金)

午後3時30分

場所 海老名市役所401会議室

教育長報告

日程第 1 報告第 20 号

日程第 2 議案第 28 号

日程第 3 議案第 29 号 海老名市学童保育事業の設備及び運営に関する基準の見
直しについて

海老名市教育委員会関係職員の人事異動について

平成29年度末県費負担教職員人事異動方針について
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海老名市教育委員会 

平成２９年 １０月定例会 

◇教育長報告 

１ 主な事業報告 
    

９月２７日（水） 教育委員会９月定例会 
２８日（木） 海老名小学校３年生市役所見学 

            最高経営会議 
       部活動検討委員会 
２９日（金） 市議会第３回定例会本会議（閉会） 

     ３０日（土） 小学校運動会 
   

１０月 １日（日） 市中学校総合文化祭 
      ２日（月） 海老名中学校英語朝会 
            辞令交付式 
            予算編成会議 
            都市間交流事前説明会（中学生登別派遣） 
      ３日（火） 大谷中学校英語朝会 
            市長定例記者会見 
            十五夜豆腐贈呈セレモニー 

４日（水） 朝のあいさつ運動（海老名駅） 
      週部会 
      県央教育長会議 

      ５日（木） よりよい授業づくり学校訪問（今泉中） 
            英語デー（今泉小） 
            有馬中学校生徒との面談 

６日（金） 保護司候補者検討協議会 
            世田谷区教育委員会図書館視察 
            保護者負担経費検討委員会 
      ７日（土） 安全安心フェスティバル 
      ８日（日） 大谷歌舞伎見学 
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   １０日（火） 大谷小学校英語朝会 

       市学童連絡協議会予算要望 
       太田市との交流に係る打合せ 
１１日（水） １０月校長会議 
       実施計画ヒアリング 
       通学路検討委員会 
１２日（木） 今泉小学校４年生市役所見学 
       図書館連絡会 
１３日（金） 実施計画ヒアリング 
１４日（土） 大山ハイキング（中止） 

  １６日（月） 柏ケ谷小英語朝会 
         市教委・校長連絡会 
         学校施設再整備計画打合せ 
         都市間交流結団式（中学生登別派遣） 

１７日（火） １０月教頭会議 
       コミュニティ・スクール打合せ 
       通学路市長教育長確認 
       情報教育担当者会 
１８日（水） 中新田小学校運動会 

         週部会 
         教育支援委員会 
         臨時校長会（人事事務について） 
         教育部予算ヒアリング 
  ２０日（金） 台風２１号情報連絡会 

       中央農校校長来庁 
       海老名青年会議所来庁 
       臨時校長会（教職員の不祥事防止について） 
２１日（土） 海老名中学区オアシスポスター表彰式 
       柏小まつり 

         台風２１号情報連絡会 
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 ２２日（日） 台風２１号災害対策警戒本部会議 

            学校避難所開設（１７か所） 
２３日（月） 小中学校休校 

台風２１号災害対策警戒本部会議 
       学校避難所閉所 
２４日（火） 学校ＩＣＴ打合せ 
       教育部予算ヒアリング 

     ２５日（水） 有馬小中学校サル出没対応 
週部会 

            教育部予算ヒアリング 
            最高経営会議 

       学校施設再整備計画打合せ 
            彫刻刀・柔道着公費対応打合せ 
     ２６日（木） 県総合防災センター見学 
            コカ・コーラ来庁（教育支援について） 
            調べる学習コンクール審査会 
            有馬中学校生徒との面談 
            校長との学校予算編成調整会議 
     ２７日（金） 第４０回小学校連合運動会 
            教育委員会１０月定例会 
            部活動検討委員会 
            台風２２号情報連絡会 
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 ２ 学校行事について 
   秋（第二学期）は学校行事が多く行われます。 
   小学校では、運動会や修学旅行、遠足、音楽会や学習発表会など、

中学校では、子どもたちが二大行事と呼ぶ、体育祭、合唱祭です。 
   第一学期は、新しい集団が形成され、日々の学習や生活の中で集団

作りが行われます。第二学期は、その基礎の上に、集団の中のひとり

ひとりのかかわりを深めるために、行事という教育実践に取り組むの

です。 
   まさに、子どもたちにとっても、学校にとっても「実りの秋」と言

えるのです。 
   学校行事は、子どもたち自身が成長を実感し、保護者や地域の方々

にその姿を見て認めてもらう、心を動かしてもらう機会だと私は考え

ています。 
   また、教職員にとっても自分の支援・指導の在り方を確かめる機会

だと考えています。 
   教育委員のみなさまには、学校行事に足を運んでいただいていると

ころですが、あらためて、そのような視点で見ていただければと思い

ます。 
   そして、残念ながら、さまざまな理由でその場に立てない子どもが

いることや定められた集団の中で支援が必要な子どもの参加の姿を、

見ていただければ思います。 
   時に、学校行事は、集団活動の喜びを体験することをねらいのひと

つとすることから、個と集団のどちらを優先にするかの判断を誤るこ

とがあります。 
   ひとりひとりの個性が大切にされ、お互いに思いやり助け合う集団

であるかという視点からも、注意深く学校行事を見ていただければと

思います。 
    
   子どもたちの姿を見ていると元気をもらいます。 
   教育委員のみなさまには、これからも、これまでと同様に、学校現

場の様子を見ていただければと思います。 
   あらためて、よろしくお願いします。 
 

 
以上でございます。 



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

報告理由

　平成29年10月1日付で人事異動を発令したため

報告第２０号

　海老名市教育委員会関係職員の人事異動について

　海老名市教育委員会関係職員の人事異動について、海老名市教育委員会教育長に対す

る事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定により臨

時に代理し発令したので、同条第２項の規定により報告する。

平成２９年１０月２７日提出
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平成２９年１０月１日付

係 長 ・ 副 主 幹 級 ・・・・・・・・・・ 1 名

主 事 級 ・・・・・・・・・・ 2 名

計 3 名

教育委員会関係職員人事異動内訳

平成29年10月27日

定例教育委員会資料
教育総務課
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平成２９年１０月１日付

氏名 新所属 旧所属 備考

後藤
ごとう

　努
つとむ

教育総務課副主幹 高齢介護課主査 昇格

髙柳
たかやなぎ

　志帆
しほ

教育支援課主事 教育支援課主事補 昇格

谷田
たにだ

　久美
くみ

学び支援課主事 学び支援課主事補 昇格

【係長・副主幹級】

【主事級】
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

提案理由

　平成２９年度末県費負担教職員の人事異動にあたり、その方針を定めたいため

議案第２８号

平成２９年度末県費負担教職員人事異動方針について

別紙のとおり、平成２９年度末県費負担教職員人事異動方針について、議決を求め

る。

平成２９年１０月２７日提出
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

　「児童１人当たりの専用区画面積」及び「支援の単位を構成する児童数」についての経
過措置期間の延長のため

提案理由

議案第２９号

別紙のとおり、海老名市学童保育事業の設備及び運営に関する基準の見直しについ

て、議決を求める。

平成２９年１０月２７日提出

海老名市学童保育事業の設備及び運営に関する基準の見直しについて
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海老名市学童保育事業の設備及び運営に関する基準の見直しについて 

 

１ 見直しに至る背景 

 平成 27 年４月に施行した当該条例は、学童保育事業所の運営基準を定めており、施行以前から運営

する学童事業所に対しては、今年度末までの経過措置期間を設け、事業所を分割することにより利用児

童数を定員数に抑え基準適合となるよう対応してきた。しかし、学童利用児童は増加し続けており、現

在、基準に適合している事業所であっても、新規児童の受け入れに余裕がない状態となっている。 

そこで、来年度の新一年生の受け入れを前に、条例の一部見直しにより定員数以上の児童受け入れを

可能にするとともに、条例適合が要件となっている子ども・子育て支援交付金（国県）の確保につなげ

たい。 

 

２ 見直し（案）  

条例が定める基準 
経過措置期間 

現行 見直し（案） 

専用区画面積は児童１人につきおおむね 

１．６５㎡以上 
平成 30 年３月 31 日 平成 33 年３月 31 日 

支援を構成する児童数はおおむね 40 人以下 

（第 11 条第２項に、支援員の数は支援の単

位ごとに２人以上と規定している。） 

平成 30 年３月 31 日 

平成 33 年３月 31 日 

ただし、児童数が 40 人を超え

る場合は、支援員の数は支援の

単位ごとに３人以上とする。 

 

３ 見直し理由 

（１）  学童利用希望者数は増加傾向が続いており、特に今年度の一年生は想定以上の人数となった

ことを考えると、来年度の新一年生の本格的な受け入れ前に、条例の一部見直しを行い事業所の

受け入れ体制を整えることが必要なため 

（２）  学童保育事業所に交付する児童健全育成対策事業補助金を、子ども子育て支援交付金（国県）

の交付対象とするためには、条例において、経過措置期間等により基準に適合しているとみなす

ことが必要なため 

 

４ 今後のスケジュール 

次回議会に条例一部改正の議案を上程後、平成 30年４月１日施行 

 

※ 例年、就学時健診（10月下旬～11月）頃より、保護者から学童事業所への問い合わせが本格化す

るが、今年度は既に問い合わせが相当数あり、混乱を避けるため、できるだけ早期の承認を頂きた

い。 

平成 29年 10 月 27 日 

教育委員会定例会資料 

学び支援課 
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海
老
名
市
学
童
保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
２
６
年
条
例
２
７
号
）
新
旧
対
照
表
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
傍
線
の
部
分
は
、
改
正
部
分
）
 

新
（
改
正
案
）

 
旧
（
現
行
）

 

 
 
 
海
老
名
市
学
童
保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
 

 第
１
条
－
第
１
０
条
 
略
 

 第
１
１
条
 
学
童
保
育
事
業
者
は
、
事
業
所
ご
と
に
、
放
課
後
児
童
支
援
員
（
以
下
「
支
援
員
」
と

い
う
。
）
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

２
 
支
援
員
の
数
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
当
該
支
援
の
単
位
を
構
成
す
る
児
童
の
数
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
人
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
１
人
を
除
き
、
補
助
員

(支
援
員
が
行
う
支
援
に
つ
い
て
支
援
員
を
補
助
す
る
者
を
い
う
。
第
５
項
に
お
い
て
同
じ
。
)を

も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

児
童
の
数
 

配
置
人
数
 

40
人
以
下
 

２
人
以
上
 

41
人
以
上
 

３
人
以
上
 

 第
３
項
－
第
５
項
 
略
 

 第
１
２
条
－
第
２
２
条
 
略
 

 

附
 
則
  
 

第
１
条
 
略
  

 
（
経
過
措
置
）
  

第
２
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
学
童
保
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
お
い
て
、
こ
の
条
例
の

施
行
の
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
第
10
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
1.
65
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い

て
事
業
所
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
児
童
の
定
員
数
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
児
童
１
人
当
た
り
の
専

用
区
画
の
面
積
」
と
す
る
。
  

２
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
第
11
条
第
３
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
修
了
し
た
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
修
了
し
た
も
の
（
平
成
32
年
３
月

31
日
ま
で
に
修
了
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
者
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。
  

 
 
 
海
老
名
市
学
童
保
育
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
 

 第
１
条
－
第
１
０
条
 
略
 

 第
１
１
条
 
学
童
保
育
事
業
者
は
、
事
業
所
ご
と
に
、
放
課
後
児
童
支
援
員
（
以
下
「
支
援
員
」
と

い
う
。
）
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

２
 
支
援
員
の
数
は
、
支
援
の
単
位
ご
と
に
２
人
以
上
と
す
る
。
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
た
だ
し
、
そ
の
１
人
を
除
き
、
補
助
員

（
支
援
員
が
行
う
支
援
に
つ
い
て
支
援
員
を
補
助
す
る
者
を
い
う
。
第
５
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

    第
３
項
－
第
５
項
 
略
 

 第
１
２
条
－
第
２
２
条
 
略
 

 

附
 
則
  
 

第
１
条
 
略
  

 
（
経
過
措
置
）
  

第
２
条
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
学
童
保
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
お
い
て
、
こ
の
条
例
の

施
行
の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
第
10
条
第
２
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
1.
65
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い

て
事
業
所
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る
児
童
の
定
員
数
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
児
童
１
人
当
た
り
の
専

用
区
画
の
面
積
」
と
す
る
。
  

２
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
第
11
条
第
３
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
修
了
し
た
も
の
」
と
あ
る
の
は
、
「
修
了
し
た
も
の
（
平
成
32
年
３
月

31
日
ま
で
に
修
了
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
者
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。
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３
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
学
童
保
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
お
い
て
、
こ
の
条
例
の
施
行

の
日
か
ら
平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
第
11
条
第
４
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
40
人
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
事
業
所
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
い
る
児
童
の
定
員
数
」
と
す
る
。
 

 

３
 
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
学
童
保
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
者
に
お
い
て
、
こ
の
条
例
の
施
行

の
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、
第
11
条
第
４
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
40
人
」
と
あ
る
の
は
、
「
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
事
業
所
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
い
る
児
童
の
定
員
数
」
と
す
る
。
 

 

 
 
 
附
 
則
 

 
こ
の
条
例
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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